
令和7年度 学校評価報告書(松山市教育委員会統一様式)

【評定】 4:とても思う(あてはまる)3:やや思う(あてはまる)
2:あまり思わない(あてはまらない)1:全く思わない(あてはまらない)

寧 校 箇:号

中 214

松山市立 湯山中  学校

池 田 秀 彦
【総合判定】A:肯定率の平均が90%以上

B:肯定率の平均が60%以上900/o未満                  学校長
C:肯定率の平均が60%未満

※ 肯定率とは、評定(%)の評定4と評定3の合計値です。 ※ 色が付いているセルのみ入力してください。
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評
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教育
課程

学習
指導

学校は、松山の授業モデルをもとに、一人一

人が分かる喜び、共に学ぶ喜びを実感できる

授業を行つている。
A
教職員 100 36 64 0 0 3.4

O小集回字習や百語畢などを還して、個に応
した指導を充実させることができた。
◆松山の授業モデルを再確認し、生徒の学習

意欲と達成感を高められるよう改善する。
学校
関係者

87 27 60 10 3 31

学校は、教科等の指導においてアナログとデ
ジタルそれぞれのよさを適切に生かした授業
改善に取り組んでいる。

A
教職員 93 57 36 7 0 3.5

OEILSiPBTを各種テスHこ消用する教員が
多くなり、ICT活用を推進することができた。

◆校内研修を充実し、教員のICTスキルを向
上させ、活用の場が増えるよう改善する。

学校
関係者

95 35 60 5 0 3.3

学校は、児童生徒の学カ
握し、それらの充実に向
行つている。

や体
け計
力の状況を把
画的に指導を A

教職員 100 64 36 0 0 36
OICTを活用する機会が多くなり、評I山や分1'T
が速くできて、授業改善につながつた。
◆分かる授業を心掛け、生徒の達成感や満

足感が保護者の評価につながるよう改善す
学校
関係者

83 29 54 16 1 3.1

学校は、地域に根ざした教育を行い、郷土を

大切に思う児童生徒の育成に努めている。
A
教職員 93 50 43 7 0 3.4

O学校づくり推進委員会などで、地理の意見
を積極的に取り入れるよう工夫できた。
◆いろいろな取組の成果を、地域の活動につ

なける指導ができるよう改善する。
学校
闇係者

91 39 52 9 0 3.3

人権・

同和
教育

生徒
指導

学校は、人権・同和教育の視点に立ち、いじ

めや差別を許さない意識や態度を育ててい

る。
A
教職員 100 57 43 0 0 36

O人権劇や人権に関する逼穏の様票などの
取組を通して、生徒の意識が高まった。
◆家庭との情報交換を密に行い、いじめ解消
を目指して、生徒に寄り添う指導を経続する。

学校
関係者

90 41 49 9 1 3.3

学校は、「学校のきまり」など生徒指導体制
の見直しを行い、児童生徒の実態に応した逃

切な指導を行つている。
B
教職員 93 50 43 7 0 3.4

Oより艮い字薇生活をH櫃して、笙柾・訳に・
学校が一体となつて活動することができた。
◆教師の指導を統一し、保護者に理解しても

らえるよう、家庭との連携をより良(改善する。
学校
閣係者

82 33 49 17 1 31

キャリ
ア教育
学校は、将来に夢をもち、自分の進路や生き

方について考える児童生徒を育てている。
B
教職員 93 43 50 7 0 34

O職場体験や福千止俸駁などを遺して、地暇の
協力を得ながら、充実した進路学習ができた。
◆キャリアパスポートの活用や教育相談を通
して、体系的に進路指導を進めるよう改善す

学校

闇係者
74 28 46 24 2 3.0

安全
管理

学校は、児童生徒に交通安全やけが等の防
止について適切な指導を行うとともに、安全

な環境づくりに努めている。
A
教職員 100 71 29 0 0 3.7

O賓遺安全の根間放送や女=魚
硬を起しK、

安全に生活する意識を高めることができた。
◆危機感を持つて交通安全指導の徹底を図
り、形式的な指導に陥らないよう改善する。

学校

閏係者
95 49 46 4 1 3.4

保健
管理

学校は、家庭と連携して個々の健康状態を

確認するとともに、環境衛生の維持・改善を

行い、児童生徒の健康保持・増進に努めてい

る。

A
教職員 100 71 29 0 0 37

0テトルを清用した矢席遅冷アょとを運し¬と、琢
庭との連携を一層深めることができた。
◆生徒の様子の変化に気を配り、養護教諭や

家庭との情報交換を丁車に行うよう改善す
学校

闇係者
93 41 52 5 2 3.3

学校は、換気や手指衛生などの基本的な感

染症対策を行つている。
A
教職員 100 71 29 0 0 3.7

O感染症対策の指手を継続して行い、流行催
疾患への感染や広がけを防ぐことができた。
◆全校体制て感染症対策をさらに徹底して行

えるよう声掛け、働き掛けの方法を工夫する。
学校
閣係者

92 38 54 8 0 3.3

特別支
援教育

学校は、特別支援教育の視点をもって取り組
み、個に応した配慮や指導を適切に行つてい

る。
A
教職員 93 43 50 7 0 34

O字級担任を中心に、個の特篠に応した更崚
を心掛けて授業等に取り組むことができた。
◆特支コーディネーターとの連携を園り、個を

大切にした指導を継続できるよう改善する。
学校

閣係者
92 34 58 7 1 3.3

組織
運営
学校は、管理職や学年主任等を中心とした

組織的な対応を行つている。
A
教職員 100 50 50 0 0 3.5

O小規模薇の T寺程を生かし、ユいに協刀しK
取り組もうとする意識を高めることができた。

◆報告・連絡・相談を大切にし、学級、学年を
超えた連携が深められるよう改善する。

学校

関係者
89 30 59 9 2 32

研修

学校は、子どもたち一人一人が分かる授業
づくりや、様々な教育課題への対応に向け
て、積極的に研修に取り組んでいる。

B
教職員 93 50 43 7 0 34

O校内研修を通して、授葉改吾や課題への対
応に真学に取り組もうとする意識が高まった。
◆実践を振り返り、分かる授業づくりを目指し

て研修の機会が多くなるよう改善する。
学校
閣係者

81 23 58 17 2 3.0

保護者
・地域と
の連携

情報
提供

学校は、教育活動の充実に向けて地域や保
護者と連携・協力している。

A
教職員 100 64 36 0 0 36

OttFで保岳賢者や地暇の万に書観してもらつ
碗会を増やし、交流を深めることができた。
◆取組を広く知ってもらうため、HPなど情報発

信の方法を工夫し、充実するよう改善する。
学校

閣係者
83 34 49 15 2 32

学校は、学校・学年だよりやホームページ、
配信システム等により、積極的に情報を発信
している。

A
教職員 100 93 7 0 0 39

O学校行事や部活動などを題材に毎日更新
し、積極的に情報発信することができた。
◆全教職員に分担を割り振るなど、HPに関わ
る教員が一部に偏らないよう改善する。

学校

関係者
94 54 40 5 1 3.5

教育
環境
学校は、言語活動の充実及び展掲示の工夫
等の環境整備に努めている。

A
教職員 100 36 64 0 0 34

○行手記録や生徒の悪思を多く収り入れ、ヨ
'Jきのある展掲示を工夫することができた。

◆掲示板を学年で分担するなど、一部の教員
に負担が偏らないよう改善する。

学校
閣係者

90 32 58 9 1 32

幼保小
中連携

学校は、小1ブロブレムや中1ギヤップの解消
につなげるために関係口・校で連携し、児童
生徒の学校生活に対する不安感の軽減を
図つている。

B
教職員 72 36 36 28 0 31

O教育相酸至や委護教蔀との理協を退して、
生徒に寄り添う指導を深めることができた。
◆生徒に寄り添う指導を継続するとともに、
SCや関係詰機関との連携を深めるよう改善す

学校

関係者
82 27 55 15 3 3.1

学校は、関係回・校で連携して児童生徒への

理解を促進するとともに、系統性を重視した

学習指導を行つている。
B
教職員 86 36 50 14 0 32

O合同研修会寄を逸して、情報5〔換をT事に
行い、小中の連携を図る意識が高まった。
◆学校行事等を通して、児童生徒の交流の機
会を多くし、相互理解できるよう改善する。

学校

閣係者
81 26 55 15 4 30



今和 7年度 学校評価のまとめ
松山市立湯山中学校

1 はじめに
本校は山間に位置する小規模校であり、その特徴を生かして、学校・家庭・地域が一

体 となって、特色ある学校づくりに取 り組んでいる。教育日標 「笑顔・夢・挑戦 諦め

ない生徒の育成」の実現を目指 して、豊かな人間性や生きる力を育む教育活動を進めて

いる。

学校評価は、本校の教育濫動の成果を検証 し、捲要な支援や改善について検討するた

めの資料であり、それ ら支援の充実や改善によって、生徒がより良い教育を享受できる

よう、学校運営の発展を目指 し、教育水準の向上を図ることをね らいとしている。

なお、肯定的評価 (思 う、やや思う)と 否定的評価 (あ まり思わない、思わない)に

大別 して分析することで、結果をより分か りやすくまとめている。

2 結果と考察
① 教育課程・学習指導について
設問 1 学校は、松山の授業モデルをもとに、一人一人が分かる喜び、共に学ぶ喜

びを実感できる授業を行っている。(教職員、保護者、学校関係者 )

設問 2 学校の授業では、学習内容の理解が深まったり、友連 と学び合ったりする
ことができて、 うれ しいと感 じられる。 (生徒 )

設問 3 学校は、生徒の学力や体力の状況を把握 し、それ らの充実に向け計画的に

指導を行っている。(教職員、保護者、学校関係者 )

学校では、学力や体力の状況に合わせた授業を行つている。 (生徒 )

設間 1・ 2 設間3

生徒

保護者他

教職員

0%   20%  40°/0  60%  80%  100% 0%  20%  40%  60%  80%  100%

う回やや思う日あまり思わない日思わない□思う□やや思う田あまり思わない囲思わない | 口思

学習指導に関する質問では、全体 として肯定的評価の割合が高い。生徒の肯定

的評価は 70%以上、保護者の肯定的評価は 80%以 上であり、昨年よりも向上 し

た。 しか し、学習内容の理解が十分に深まっていない生徒や、学び合いを苦手 と

する生徒も 1割程度おり、学彰Sミ喜びと分かる喜びやできる喜びは捲ず しも同一で

はない。様々な授業形態や指導方法についての理解を深め、一人一人が分かる授

業づくりと個にAじ た指導や小集団学習の充実など、基礎・基本の定着を大切に

した授業改善を進めていきたい。

② 人権・同和教育、生徒指導について
設問 5 学校は、人権・同和教育の視点に立ち、いじめや差別を許さない意識や態

度を育てている。 (教職員、保護者、学校関係者 )

設間 4 自分には、い じめや差別を許さない気持ちがある。 (生徒 )

生徒

保護者他

教職員
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設問6 学校は、「学校のきまり」など生徒指導体制の見直しを行い、生徒の実態に
Aじ た適切な指導を行っている。(教職員、保護者、学校関係者)

設問 5 「学校の決まり」などを意識 し、だれもがより良い学校生活が送れるよう
′道がけている。(生徒)

設問 5・ 4 設間6・ 5

生徒

保護者他

教 職 員 響 阻 麟 選 鯉 婁 趾 岨 凪 学 工 墨 ‐ ‐ 割

0%  20%  40%  60%  80% 100% 0。/。   20%   40%   60%   800/。   100%

口思う□やや思う国あまり思わない日思わない思う□やや思う田あまり思わない日思わない

人権 。同和教育や生徒指導に関する質問は、他の設問よりも肯定的回答が高く、

昨年 と同様の評価だつた。

学校では、特別の教科道徳の時間をはじめ、生徒会の取組などを通 して、いじめ

や差別のない人間関係作 りに取 り組んでいる。今和 7年 H月 十日にご覧いただいた、

人権劇などの取組を通 して、生徒の人権意識も高まり、保護者の方からも高い評価

をいただくことができたと考える。しか し、「いじめはどの子どもにも、どの学校に

おいても起 こり得るもの」であること、教職員あ言動がいじめのきっかけや助長の

原因となり得ることを十分認識 しておく搭妥があると考える。

「生徒会申合せ事項」(いわゆる学校のきまりに相当するもの)に ついては、毎年

度、生徒会が主体 となって、学級活動や生徒協議会で真剣に話合い、生徒・保護者・

教員の二者合同検討委員会を経る形で見直し・改善を行っている。

今後も、生徒が主体的により良い人間関係作 りに努め、安′せして過 ごすことので

きる学校生濫の向上に取 り組めるよう指導・支援を継続 していきたい。

③ キャリア教育について
設問7 学校は、将来に夢を持ち、自ノ刀＼の進路や生き方について考える生徒を育て
ている。(教職員、保護者、学校関係者 )

設問6 さまざまな授業を通して、自分の進路や生き方について考えている。(生徒)
キャリア教育に関する質問では、生徒

からの肯定的評価は 80%を 超えている

が、保護者の肯定的評価は 80%を 下回っ

ている。

本校では、生徒が自分の進路や生き方

について考える機会を多数設けている。

例 えば、毎週 1時間の道徳科の授業で

は、「他者 とのかかわ りの中で自分 らし

設間 7口 6

く生きていくにはどうすればいいか」を考えている。各教科においても、現代社会

の課題等 とどう向き合えばいいかを考える機会がいくつもある。

また、総合的な学習の時間では、防災や環境保護学習・職業体験 (十 年 )、 職場体

験学習・「働 き方」「,寅劇の手法を用いた表現力育成」「ものづくり」等に関する学習

(2年 )、 福祉体験・パラスポーツ体験・進路情報の収集・自己理解のための面接練

生徒

保護者他

教職員

生徒

保護者他

教職員

0%   200/0  40° /。   60°/。   80%  100%

□思う口やや思う国あまり思わない 口思わない
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習 (3年)を 行っている。

入学式や少年の日記念集会・記念行事、卒業式も、該当学年の生徒にとっては学

校生活の節目を自分たちの成長につなげる童妥な行事であり、キャリア教育の一環

となっている。

キャリア教育が、 これ ら多様な活動を通 して、自己の生き方について考えを深め

る学びとなるよう指導を工夫する捲要がある。また、キャリアパスポー ト (小 学校

か ら高校まで使用する)に 活動の記録 を蓄積 しており、それを有効活用して、キヤ

リア意識を育てていきたい。

④ 安全管理について
設問8 学校は、生徒に交通安全やけが等の防止について適切な指導を行うととも
に、安全な環境作りに努めている。(教職員、保護者、学校関係者)

設問7 学校は、交通安全やけがの防止など、安全な環境づくりや指導を行ってい
る。 (生徒 )

安全管理に関する質問は、昨年同様に

高い肯定的評価が得 られた。日常的に安

全管理に努め、啓発活動を行ってきた成

果であろうと思われる。しか し、登下校

時の自転車の乗 り方に危険を感 じ、指導

を要する場面が少なか らずあった。今後

は、 自分の命 を守 るということを強調

し、自転車通学性だけでなく、全校生徒に対 して登下校時の交通安全を徹底 し、地

域から誤め られる安全意識の高揚を目指 して、残っている不安 を0に近づけたい。

⑤ 保健管理について
設問 9 学校は、家庭 と連携 して個々の健康状態を確訳するとともに、環境衛生の

維持・改善を行い、児童生徒のイ建康保持・増進に努めている。(教職員、保護

者、学校関係者 )

設問 8 健康的で規則正 しい生活を送っている。 (食事、睡眠、運動など)(生徒 )
設問 10 学校は、換気や手指衛生などの基本的な感染症対策を行っている。 (教職

員、保護者、学校関係者 )

言隻F口月9'8 設間 10

華報壷理義理華霊襲霧騨 11■11■1■■園

酪嘉報華鞘華葺鶏報葺離尊部鶏常 1帯■1
1    :     ヽ   F    I

設問 8・ 7

1  生徒
保
覇轟瞥
!         0%   20%  40%  60%  80%  100%

□思う口やや思う田あまり思わない日思わない

生徒

保護者他

教職員

0%   20%  40%  60%  80%  100%

田思う□やや思う田あまり思わない□思わない

保健管理に関する質問では、全体的

者 他保護

教職員

0%    20%   40%   60%   80%   100%

団思う 国やや思う 国あまり思わない 囲思わない

肯定的評価が多かった。生徒の設間 8では、

肯定的評価が 80%を 超え、、昨年より健康管理についての意識が高まっている。

今後も、規則工 しい生活習慣の大切さなどについて理解を深めさせるため、繰 り

返 しの指導を徹底 し、保健委員の働 き掛けや、「保健だより」などを活用 した啓発活

4



動などを継続 して実行していきたい。また、食事や睡眠、ゲームやスマー トフオン

の使用などについては家庭の協力が不可欠であるので、今後も適切な情報提供に努

め、家庭との連携を図っていきたい。

④ 特別支援教育について
設問 |1 学校は、特別支援教育の視点をもって取り組み、個にAじ た配慮や指導を

適切に行っている。(教職員、保護者、学校関係者)

設問9 学校は、一人一人の個性に応じた配慮や指導、ア ドバイスを行ってくれて
いる。(生徒)

特別支援教育に関する質問では、生徒 1      設間 1¬
H9

の肯定的評価は昨年度 と同様であった 1  生徒
が、保護者の肯定的評価は向上が見 られ

た。全ての生徒にとって学びやすい授業

であるために、指示の伝え方や板書の し

かたの工夫、生徒一人一人に應 じた迪切

な課題の準備、共感的な人間関係作 りな

どを今後も続けていきたい。また、個々の生徒を大切にし、′むの通 う教育相談うせ

掛け、保護者 との情報交換を密にするとともに、生徒に寄り添った指導を行ってい

きたい。

⑦ 組織運営について
設問 12 学校は、管理職や学年主任等を中′道とした組織的な対Aを 行っている。(教

職員、保護者、学校関係者 )

組織運営に関する質問は、肯定的評価

が 90%近 くになり、多かった。良好な組

織で日々活動することが、学校・学年・

学級の雰囲気づくりに童要である。今後

も、安′せ感を感 じることのできる組織で

あり続けるよう努力するとともに、生徒

設間12

の変化に索早 く気付き、教員が一枚岩でそれに対応できる組織づくりを進め、肯定

的回答の見なる向上を目指 したい。

⑧ 研修について
設問 13 学校は、生徒一人一人が分かる授業づくりや、様々な教育課題への対Aに

向けて、積極的に研修に取り組んでいる。(教職員、保護者、学校関係者)

研修に関する質問では、教職員の

強い肯定は向上 した。教職員の研修

については、保護者か らは見えにく

い面もある。そのため、授業や学校

行事等の参観の機会を多く取 り、研

修の成果を実感 していただけるよう

努めるとともに、肯定的に評価 して

設問¬3

保護者他

教職員

00/。    20%   40%   60%   80%  100%

口思う□やや思う日あまり思わない 日思わない

保護者他

教職員

保護者他

教職員

0%  20%  40%  60%  80% 100%

□思う□やや思う田あまり思わない口思わない

とと工と出麟こ二圭室■二也出百二
=望
ど二と由由」ニエとと

=と
もこととユ
==→
ともとととコEttEЧ

0%    20°/。    40%   60°/。    80%   100%

□思う 国やや思う 園あまり思わない □思わない
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いただけるように様 々な面での研修 を深めていきたい。

⑨ 保護者・地域 との連携、情報提供について
設問 14 学校は、教育活動の充実に向けて地域や保護者 と連携・協力している。(教

職員、保護者、学校関係者 )

設問 15 学校は、学校・学年だよりやホームページ、配信システム等により、積極

的に情報を発信 している。 (教職員、保護者、学校関係者 )

設問 10 学校は、学年・学校だよりやホームページ等により、積極的に情報発信 し

てくれている。 (生徒 )

言隻間 14 設間 15・ 9

教職員

生徒

教職員

他保護者

0%   20%  40%  60%  80%  100%

田思う□やや思う口あまり思わない図思わない

0%   20%   40%   60%   80%  100%

団思う口やや思う囲あまり思わない日思わない

保護者・地域 との連携に関する質問と情報発信に関する質問では、昨年同様に高

い肯定的評価を得ることができた。学校のホームページは、学校行事や日々の学校

生活、部活動の様子、生徒の感想などを記事 として毎 日兎新 しており、行事や学校

だより、ホームページなどを通 して学校の様子を失口っていただくことができている

と考える。

今後も多様な手段で積極的に情報発信 し、より強い連携・協力のあり方を工夫 し

ていきたい。

⑩ 教育環境の整備について
設問 2 学校は、教科等の指導においてアナログとデジタルそれそれのよさを適切
に生か した「授業改善に取 り組んでいる。 (教職員、保護者、学校関係者 )

設問 12 ほば毎日、授業でタブレット端末を使用している。 (生徒 )

設問 16 学校は、言語活動の充実及び展掲示の工夫等の環境整備に努めている。(教

職員、保護者、学校関係者 )

設間 |1 学校の学びの環境 (展示物、掲示物の充実など)は整っている。(生徒 )

設問2日 12 設間 16・ 11

生徒

保護者他

教職員

4H4贈 騨

“

‖鞘 辮 H44郎 ●Ⅲ
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=4■
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,

W鶴 4瑚 鞘 附

“

■■■ イ ■-4MJ生徒

保護者他

教職員

0%  20%  40%  60%  80% 100% 0%  20%  40%  60%  80%  100%

□思う□やや思う□あまり思わない日思わない□思う□やや思う田あまり思わない日思わない :

教育環境の整備に関する質問では、昨年同様に高い肯定的評価が得 られた。ロイ

ロノー トの活用をは じめ として、本校の ICT活 用率は市内 トップクラスであり、
生徒用端末も新 しいものに交換され、授業等での活用が積極的に行われている。昨

年度に引き続 き、今年度も EILS― PBT(手書 きの解答の採点を支援するシステム)を

6



活用した実践研究に取 り組んだ。全国学ぬ・学習状況調査や愛媛県学力診断調査で

もCBT(コ ンピュータを使った調査)が取 り入れ られているなど、今後も全ての

教科で積極的に ICTの 有効活用を進めていきたい。また、各教科において、ノー

トやワークシー トなどのアナログと ICTな どのデジタルとのベス トミックスを図り、

表現力を伸ばす指導を工夫 していきたい。

① 幼保小中連携について
設間 17 学校は、中 |ギャップの解消につなげるために小学校と連携し、生徒の学

校生活に対する不安感の軽減を図っている。(教職員、保護者、学校関係者 )

設問 18 学校は、小学校と連携して生徒への理解を促進するとともに、系統性を重

視した学習指導を行っている。(教職員、保護者、学校関係者)

設問17 設間 18

保護者他

教職員

保護者他

教職員

O°/。   20%  40%  60%  80%  100%

□思う日やや思う□あまり思わない口思わない 団思う日やや思う口あまり思わない 日思わない

幼保小中連携に関する質問では、各設間ともに保護者の肯定的評価が昨年より

若千向上 した。

小中間では、生徒指導や交通安全、危険場所の情報、非常変災への対応、学校行

事の実施時期等に関する情報交換などを日常的に行っている。また、学習指導に関

しては、発注段階にAじ た「家庭学習の手引き」を作成 し、小中間で共有 して活用

している。毎年度夏休み中には、小中全ての教員が参加 して、小中合同研修会を開

いている。今年度は、人権・同和教育についての研修を行った。今後も、参観 日や

学校行事の相互参観など、授業改善につながる取組を促進 したい。また、 これ らの

取組について、ホームページや学校だよりを通 して発信 していくよう努めていきた

ヽ`。

3 おわりに
今年度は学校評価アンケー トはオンライン回答 とアンケー ト用紙回答の両方で実施 し、

保護者回答率は 74%であった。昨年度より回答率は向上 し、より多くの意見を聞かせて

ぃただくことができた。今後も声掛け、働 き掛けを工夫 し、さらに多くの保護者の皆様

のご協力がいただけるよう取 り組んでいきたい。

今回の学校評価アンケー トか ら得 られた結果を参考にしなが ら、保護者・地域・教職

員が しっか りとチームを組み、「やる気」学び続ける生徒、「本気」礼節を大切にする思

いやりのある生徒、「元気」しなやかに行動する生徒を育成 していくことで、教育目標「笑

顔・夢・挑戦 諦めない生徒の育成」を目指 していきたい。

0%   20%  40%  60%  80%  100%

一
も
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